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ホテル格付けの最高位「パラス」を創設した理由 

 

ホテル格付けに関する改革は、観光サービスの発展と刷新に係る2009年7月22日付け法律をも

って実施された。この改革は格付け基準の現代化と、格付けを表わす新しい「星」の取得手続き

の改変という二つの基本方針に関わるものであった。 

 

フランス内外の利用客のニーズに応えるこの新格付けシステムは以下の三つの目的を有してい

る。 

-  フランスのホテルの格付けを分かりやすいものにし、ホテル業界のクオリティを向上させ

る。 

-  「5ツ星」ランクの創設を通じて、高級ホテルの格付けを国際的な慣行（特に競合観光地に

おける慣行）と合致させる。 

-  ホテル業界全体で施設の現代化を図る。 

 

本改革によって数々の新しい試みが導入されたが、その一つに「5ツ星」ランクの創設が挙げら

れる。「5ツ星」ランクはホテルのイメージや魅力、そしてそのプレステージが評価された証で

あり、フランスのホテル業界を牽引する要素として、今後はその卓越性の象徴となる。 

 

だが、「5ツ星」の認定を受けたホテルの中にはさらに上位のランクに差別化されるべきものも

含まれていた。恵まれた立地、歴史的・美的あるいは文化遺産としての特異な価値、利用客の

ニーズに対応したきめこまやかなサービスを誇るこれらの秀逸なホテルは、いつの時代もフラ

ンスの観光資源の一翼を担ってきたが、その卓越性を認定する公的な格付けはこれまで存在し

なかった。 

 

そのためエルヴェ・ノヴェリ商業・工芸・中小企業・観光・サービス・消費担当大臣【当時】は、

高級ホテル業界に精通した二人の専門家に対し、ホテル格付けの最上位となる「パラス」ランク

を創設し、5ツ星ホテルの一部を当該ランクに認定するための手続きに関する報告書の作成を委

託した。 

 

当該報告書は2010年9月9日に提出された。その結果、これに基づき「パラス」ランクが正式に

創設される運びとなり、当該ランクの認定基準と認定方式の策定がフランス観光開発機構

（ATOUT FRANCE）に委託された。 

 

ノヴェリ大臣は2010年11月8日、優れた個性を誇るホテルに与えられる「パラス」ランクの

創設を定めたアレテ（大臣命令）を発布。これにより、秀逸なホテルを公的に認定するシステ

ムの欠如が改められることになった。 

 

「パラス」ランクの創設は、フランスのホテルの価値を国際的に高め、次第に数を増しつつある

海外の競合ホテルに対抗するためのものである。さらにより大局的には、フランス文化の名声と、

観光地としてのフランスの魅力をさらに向上させるのに貢献する。 

 

「パラス」は登録商標の一種であり、ATOUT FRANCEがその管理と保護を担当する。 
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「パラス」認定の手順 

 

「パラス」の格付けは、ATOUT FRANCEの一次審査と審査委員会（7ページ参照）の推薦をも

とに観光担当大臣が該当ホテルに授与する。有効期間は5年。 

 

「パラス」認定への応募要件 

 

「パラス」認定を希望するホテルが審査委員会による審査を受けるためには、まず以下に示す応

募要件を満たさなければならない。 

 サービスおよび提供される業務の恒常性を保証するため、新設ホテルの場合は少なくとも

12カ月前から、長期休業を伴う全面改装を施した既存ホテルの場合は少なくとも6カ月前か

ら営業していること。 

 5ツ星の格付けを取得していること。 

 以下に示す面積を超える部屋を備えていること。 

- 1人用客室：26 m2 （サニタリースペースを含む。5ツ星ホテルでは20 m2） 

- 2人用客室：30 m2 （サニタリースペースを含む。5ツ星ホテルでは24 m2） 

これら最小基準面積に満たない部屋については、総部屋数の10％を限度に認められ

る。 

 別添3に記載されている5ツ星ホテルの認定基準を強化した種々の基準のすべてを満たすこ

と。 

 

2011 年 5 月 5 日の変更点：最低営業年数の軽減 

投資促進の必要性と、パラスの極めて高いサービスの恒常化を保障するという二つの課題を両立

させるため、またパラス認定審査委員会からの提案を受けて、フレデリック・ルフェーヴル商業・工

芸・中小企業・観光・サービス・消費担当大臣は、パラス格付けに必要な最低営業年数の軽減を承

認した。新規開業のホテルについては 30 カ月から 12 カ月へ、既存のホテルで改装再開したものに

ついては 24 カ月から 6 カ月にそれぞれ軽減される。新規の規定は次回の審査から適用される。 

 

「パラス」認定を希望するホテルの一次審査は、この要件に基づきATOUT FRANCEによって実

施される。 

 

よって「パラス」に認定されるホテルとは、フランス流の卓越性を体現し、観光地フランスの威

光を全世界に知らしめることに貢献する施設でなければならない。様々な客観的要件――特には

5ツ星ホテルの認定基準を強化した諸要件は厳しい客観的基準に相当するものであり、これら基

準に準拠することによって、最高の快適性やサービスを備えたホテルのみを審査委員会に対して

推薦するのを可能にする。そのサービスには例えば以下のものが挙げられる。 

 

 コンシエルジュ・サービス 

 多言語を話すスタッフ 

 常時食事のサービスが提供可能 

 スパ 

 フィットネス施設 

 エステティックサロン、マッサージサービス 
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審査委員会の評価基準 

 

次のステップでは、審査委員会が以下の評価項目に照らし、「パラス」に推薦するホテルを選定

する。 

 立地の良さ 

 建築物としての卓越性（歴史的建造物のみならず、現代建築であっても可）  

 ホテルの規模とスイートルームの占有率 

 ホテルの美しさ、豪華さ 

 快適な設備やアメニティ 

 ホテルの伝承や歴史、ゆかりのある著名人 

 サービスのカスタマイズ化、迅速性、正確性、恒常性 

 レストランやバーの秀逸性 

 ホテルが持つ独特の個性 

 最高のもてなしを追求するスタッフの努力 

・ 社会や環境に配慮した模範的取り組み 

 サービスの秀逸性を反映する経済的パフォーマンス 

 

審査委員会の評価基準を別添2に記す。 

 

審査委員会による二次審査には、委員2名による訪問調査と候補ホテルに対する審査委員会全員

による聴取が含まれる。 

 

一次審査、二次審査、投票の方式および審査委員会の機能形態は、「パラス」商標の使用規則に

よって定められる。またこの使用規則は、「パラス」格付けの付与条件の根拠にもなる。 

 

フランス特許庁（INPI）に提出され、対世的効力を有する本図書は、ATOUT FRANCE のWeb

サイトwww.atout-france.frにて閲覧することができる。 

 

 

http://www.atoutfrance.fr/
http://www.atoutfrance.fr/
http://www.atout-france.fr/
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パラス――エレガントと現代性を象徴するシンボル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホテル格付けの最高位となる「パラス」のグラフィックデザインは、フランス流のエレガンス、

贅、卓越性のコンセプトを象徴するとともに、少しばかり古めかしいイメージに苦慮することの

多かった格式の高い超高級ホテルが重視する現代性をも伝えるものでなければならなかった。 

 

そこで、5ツ星ホテルを表わすプレートのビジュアルデザインとの統一感を重視した、エレガン

トで洗練されたカリグラフィーを採用。 

 

プレートはパリ造幣局にて鋳造される。 
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審査委員会 

審査委員会は観光担当大臣が任命する著名人により構成される。任期は3年で更新可能。 

 

ドミニク・フェルナンデスDominique FERNANDEZ 

アカデミー・フランセーズ会員。1929年生まれ。1958年より大学で教鞭をふるう傍ら、作家、

文芸評論家として活動。高等師範学校卒業。イタリア語教授資格を持つ。1982年、『Dans la 

main de l’ange（天使の手のなかで）』でゴンクール賞を受賞。ジャン・ベルナールの死去に

伴い、2007年3月8日、アカデミー・フランセーズの会員に選出された（座席番号25）。 

 

アデライド・ド・クレモン＝トネールAdélaïde de CLERMONT-TONNERRE 

ジャーナリスト、小説家。1976年生まれ。金融業界で働いたあと、『マダム・フィガロ』誌の

記者に。その後『ポワン・ド・ヴュ』誌に移り、現在、同誌の文化・時評欄の編集長を務めてい

る。2010年秋、フランツ＝オリヴィエ・ジスベールの番組『スメーヌ・クリティーク（批評週

間）』のコメンテーターに抜擢。また、ストック（Stock）社より処女作『Fourrure（毛皮）』

を発表。多くの賞に輝いた。女性作家を対象にした文学賞「プリ・ド・ラ・クロズリー・デ・リ

ラ」の審査委員も務めている。 

 

アリザ・ジャベスAliza JABES 

化粧品メーカー「ニュクス（NUXE）」社長。1962年7月20日生まれ。2010年度「企業家賞」

を受賞。インディアナポリス（アメリカ）にある製薬会社「イーライリリー」で財務アナリスト

として2年間勤務したのち、1989年、企業家に転身。30年前にパリの薬剤師が設立した零細化

粧品メーカー「ニュクス」社を買い取る。そのイニシアティブのもとに、ニュクスはまたたく間

に化粧品市場にその存在感を発揮。フランスでは薬局で取り扱われている同社の製品は現在、世

界50カ国で販売されている。 

 

ユベール・ジョリHubert JOLY 

2008年3月、ビジネス旅行業界の世界最大手「カールソン」社の社長に就任。パリHEC経営大

学院で経営学のディプロムを、パリ政治学院で公管理のディプロムを取得。アメリカ商務省の旅

行・観光諮問会議の委員と、世界旅行ツーリズム協議会執行委員会の委員を務める。 

 

セルジュ・ニコルSerge NICOLE 

陶芸家。フリーランスのアーティストとして1979年より活動を開始。フランス最大の芸術家同

業者団体「フランス芸術工芸アトリエ協会Ateliers d’Arts de France」の会長および「サロン・

デュ・パトリモワンSalon du Patrimoine（文化遺産見本市）」の会長を務める。2006年、芸

術工芸助成協会（SEMA／現国立芸術工芸学院Institut National des Métiers d'Art ）地域賞

を受賞。 

 

ジョゼフ・オリヴローJoseph OLIVEREAU 

1932年生まれ。1972年、ピエール・トロワグロとともに一流シェフたちのパートナーシップ

組織「ルレ・グルマン」を創設。その後、高級ホテルとレストランが参加する「ルレ・エ・シャ
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トー」を設立。その会長を17年間務め、同グループを世界的な組織へと成長させた。ルレ・エ・

シャトーには現在、50カ国453軒のホテルおよびレストランが加盟している。1986年には観光

省の技術評議員として、フランスのイメージアップ戦略を担った。ルレ・エ・シャトーの名誉会

長でもある。 

 

キャロル・ルソーCarole ROUSSEAU 

テレビキャスター。1967年生まれ。1991年、FR3局の番組「La Marche du siècle（世紀の歩

み）」でキャリアをスタート。次いで「Le Droit de savoir（知る権利）」を担当。1996年、

フランス2局に移り、「Déjà dimanche（もう日曜日）」のキャスターに。1997年、TF 1局で

ステファン・ベルンとともに「Plein les yeux（目に一杯）」と「Célébrités（セレブリテ）」

の司会を担当。1997年から99年までのあいだに多数の特別番組の司会を務める。さらに、

「Scrupules （ためらい）」および「C'est quoi l'amour（愛って何）」でプロデューサーと

司会者を兼任。シリーズ番組のほかに、ゴールデンタイムの大型クイズ番組（「Le Grand 

Concours（大いなるコンテスト）」｢Le Grand Quiz du Cerveau（脳を鍛えるクイズ）｣や、

「Les 30 histoires les plus mystérieuses/spectaculaires/extraordinaires（もっとも不思

議で／劇的で／奇妙な30の話）」などの司会を経験。TMC（テレビ・モンテカルロ）局では、

「90' Enquêtes et 90' Faits Divers（90の調査と90の三面記事）」の司会のほか、「Ma drôle 

de vie（私のおかしな人生）」を制作。2009年秋からは、社会事件を扱ったシリーズ番組「Au 

coeur du crime（犯罪の只中で）」の司会を務めるほか、2010年秋にはTF 1局で料理の全国

コンクールを扱った「MasterChef（マスターシェフ）」のプレゼンターを担当した。 

 

イヴ・ルセ＝ルアールYves ROUSSET-ROUARD 

映画プロデューサー。1940年生まれ。1979年から1992年まで20ほどの映画を制作・翻案。国

民議会議員を経験後、1995年より南仏メネルブ村の村長を務める。村の一軒の屋敷を「リュベ

ロン トリュフとワインの博物館Maison de la Truffe et du Vin du Luberon」に改装したプ

ロジェクトの発案者。 

 

ゴンザーグ・サン＝ブリスGonzague SAINT-BRIS 

作家、批評家、歴史家、ジャーナリスト。1948年、ロシュ（フランス中部）生まれ。一般小説

や歴史小説のほか、バルザック、デュマ、フローベール、ヴィニー、ラ・ファイエット等の伝記

など40冊ほどの著作がある。ラ・ファイエットの伝記は10万部が売れ、アメリカ カリフォル

ニア州ジョン・F・ケネディ大学文学賞を受賞。2002年、自伝的小説『Les Vieillards de Brighton

（ブライトンの老人たち）』でアンテラリエ賞に輝く。 

 

ジャン＝ミッシェル・ヴィルモットJean-Michel WILMOTTE 

建築家、デザイナー。1948年ソワソン（パリ北東）生まれ。エコール・カモンドでディプロム

を取得後、27歳でパリに建築事務所を設立。現在、世界20カ国から集まった150人近くのスタ

ッフを率いている。これまでフランス内外の100ほどのプロジェクトを担当。手がけた建築物は

タワー、個人住宅、自動車サーキット、ショッピングセンター、集合住宅、本社ビル、ホテル、

美術館など多岐にわたる。 
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別添 

 

別添1 :「パラス」認定への応募要件 

 

「パラス」認定の取得を希望するホテルは、以下に記す要件のすべてを必ず満たさなければなら

ない。 

 新設ホテルの場合は少なくとも十二（12）カ月前から、長期休業を伴う全面改装を施した

既存ホテルの場合は少なくとも六（6）カ月前から営業していること。 

 「パラス」ランク創設に係る2010年11月8日付けアレテ（大臣命令）第2条に記載された

条項に従い、5ツ星の格付けを取得していること。 

 以下に示す面積を超える部屋を備えていること。 

- 1人用客室：26 m2 （サニタリースペースを含む） 

- 2人用客室：30 m2 （サニタリースペースを含む） 

これら最小基準面積に満たない部屋は総部屋数の10％を限度に認められる。 

 先述した2010年11月8日付けアレテ（大臣命令）第3条を適用し、5ツ星ホテルの認定基準

表から派生した種々の要件のすべてを満たすこと。 

 

最後の項目に掲げた要件とは、観光ホテルの格付けに係る基準および手続きを定めた2009年12

月23日付けアレテ（大臣命令）の別添にある「5ツ星格付け認定基準表」で定められた要件を強

化したものである（この点についてもwww.atout-france.frを参照）。 

 

一次審査は五（5）ツ星格付けに関する報告書の分析に基づき、ATOUT FRANCEが実施する。 

 

認定基準表について 

 

認定基準表に記載されている要件は必ず満たすべきものであり、代替要件を認めるシステムは採

用していない。 

 

5ツ星格付けの必須要件は「パラス」の認定基準としても採用され、以下に示す「パラス」認定

基準表においては白い行で表わされている。 

「パラス」認定基準表の右端にある「5ツ星認定基準表内における要件ステイタス」では、5ツ

星の認定の際に当該項目が「必須Obligatoire」とされていたのか、あるいは「任意A la carte」

となっていたのかが示されている。 

 

薄い赤で色分けされた行は、5ツ星認定の際には「任意A la carte」項目であったが、「パラス」

格付けの取得にあたっては「必須Obligatoire」となった項目である。 

 

5ツ星格付けに関係しない必須要件については本表に記載していない。 

同様に、「パラス」認定取得のために「任意」となっている項目についても本表には記載してい
ない。 

http://www.atout-france.fr/
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5ツ星認定基準

表の参照番号 

要件 

注釈が必要な要件については 

各項目の右側に記載 

注釈 
5ツ星認定基準表

の要件ステイタス 

 

＊ 表内の項目は原文 

＊  

＊  
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別添 2 : 審査委員会の評価基準 

審査委員会は以下に示した一連の指標から構成される評価基準にのっとり判断を下す。 

 

審査委員会の評価基準は候補ホテルの優れた特徴――特には立地の良さ、歴史的・美的あるいは
文化遺産としての特異性、ホテルが提供するサービスなどに関連するものである。 

 

評価基準のいずれも他の基準を排除するものではない。また、それぞれの評価基準について明記
された指示は――基準自体が詳細であっても――、あくまで模範例であり、遵守すべき規範を構
成するものではない。 

 

「パラス」認定を希望するホテルはこの目的に従い、審査委員会による認定審査に必要となる資
料を応募書類に添付すること。 

 

サービスの秀逸性を反映する経済的指標 

様々な経済的指標が審査される。これらは候補ホテルが「パラス」の認定にふさわしいかどうか
を評価する際の分析材料となるものである。 

 

経済的指標は以下の事項に関連する。 

- 5ツ星ホテルの平均値と比較した商業的パフォーマンス 

- 宿泊率と連動させた部屋あたりの年間平均従業員数 

 パリ地域のホテルの場合は2.2人以上 

 それ以外のホテルの場合は1.5人以上 

 

立地の良さ 

ホテルは、建築物と自然が調和した優れた地区に立地していなければならない。 

例）歴史保全地区、素晴らしい建造物が望める地区、UNESCOの世界遺産登録地区、美しい自
然が望める地区、沿岸域保全整備機構Conservatoire du LittoralやEU自然保護地域ネットワー
ク「ナテュラ2000」の保護地区など 

 

建築物としての卓越性（歴史的建造物のみならず、現代建築でも可） 

建築物としての卓越性も評価の対象となる。 

例）建物の古さ、建築遺産としての保護形態（重要史跡や保存リストに登録されているかどうか、
保護の対象となっているのは建物全体かあるいは一部か、階段、ステンドグラス、暖炉、浴室等
の歴史的な調度品や設備が対象とされているのか、など）、比類のない近・現代建築、建築家、
ある特定の芸術運動の一環として建てられたもの 

 

ホテルの規模とスイートルームの占有率 

部屋数およびスイートルームの占める割合（約20％）は、サービスのカスタムマイズ化の度合
いを測り、充分な水準の卓越性が維持されているかどうかを分析するための指標となる。スイー
トルームは最低60m2以上の面積を有する寝室か、あるいは寝室とサロンが分かれているアパル
トマンに相当するものとする。 
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美しさ、豪華さ、設備やアメニティの秀逸性 

ホテルの建設や整備を手がけた人の資質（インテリアデザイナーの名声など）、使われている素
材のクオリティ（木材、生地、ガラス、石など）、芸術作品の有無、調度品の様式や技法、フロ
ーラルアート、調和のとれた広々とした空間、修理工房や維持管理スタッフの有無などが、ホテ
ルの秀逸性と永続的卓越性に関する評価項目となる。ベッドリネンやタオル類（原産地、生地の
種類など）、寝具（マットレス台、マットレスなど）のほか、アメニティ用品やホテルで提供さ
れる備品のすべてが詳細に検討される。 

 

伝承、歴史、ゆかりのある著名人 

ホテルの利用客（政治家、芸術家、演劇関係者、俳優や芸能人、スポーツ選手など国際的著名人）、
歴史的イベント（国際協定が調印された、首脳会談が開催された、芸術や文化イベントの開催場
所となった、等）などがホテルのプレステージを評価する要素となる。 

 

サービスの個別化、迅速性、正確性、恒常性 

スタッフのもつ資格や免状、顧客サービスを常時提供しているかといったことは、サービスの個
別化の度合い、迅速性、恒常性を測る指標となる。サービスの恒常性については、特に以下の内
容をカバーする24時間対応の顧客サービスの有無によって測られる。 

- コンシエルジュ・サービス、駐車やバゲージサービス 

- ルームサービス 

- 各フロアーに設けられた飲食スペース 

 

サービスのカスタマイズ化は家族客のニーズや要望への対応度によっても評価される。 

 

レストランやバーの秀逸性 

国際的な名声を誇る一流レストラン（海外の主要グルメガイドで紹介されている、など）、取り
扱っているワインの品質や品揃えの充実度、バーの有無もホテルの卓越性を測る要素となる。 

 

ホテルが持つ独特の個性 

ホテルの独自性（チェーン加盟のホテルであっても）が評価される。海外のガイドブックや雑誌
で頻繁に紹介されているかどうかなどがホテルの独自性を測る評価要素の一つとなる。 

 

最高のもてなしを追求しようとするスタッフの努力 

スタッフの努力や、そのサービスの卓越性を保証するためにホテルが実施しているさまざまな活
動に注目する。トレーニングのための予算、従業員のためのインセンティブプランの有無などが
この項目を評価する指標となる。 

 

社会的責任に配慮した模範的取り組み 

持続的発展に対する配慮の内容やその振興について、ホテルが企業として実施している取り組み
を分析。社会的活動および環境保全活動が評価される。 

社会的取り組みに関する指標として以下の事項が挙げられる。 
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- ホテル業界従事者の地位向上、訓練の価値向上、職人技の重視 

- 従業員の労働条件、社会的・倫理的価値を重視した企業方針の有無（協定や取り組み）、スタ

ッフの能力向上（能力開発計画） 

環境保全の取り組み（エネルギーや廃棄物、水などの管理）に関する改善計画の有無や、環境認
証の取得などが環境への配慮の度合いを測る指標となる。 
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別添3 : 「5ツ星」の格付け基準 

 

「5ツ星」の格付け基準は要求水準の高い外国人利用客のニーズに応えるよう設定。そのため、

サービスのクオリティとスタッフの外国語による会話能力が重視されている。 

 

「5ツ星」ランクに要求されるサービスの主なものを以下に記す。 

- 30室を超えるホテルにおいては24時間対応フロント（それ以下の規模のホテルについては

12時間対応） 

- 50室を超えるホテルについては24時間対応ルームサービス（それ以下の規模のホテルにつ

いては19時間対応） 

- 個別に対応したきめ細やかなサービス（バゲージサービス、部屋へのエスコートなど） 

- 複数の外国語を話すスタッフ 

- 特別な設備や備品 （部屋やフロントで利用できるセイフティーボックス、バスローブなど） 

- 各部屋でのインターネット接続サービス 

- ホテル内でディナーがとれること 

- 5ツ星ホテルはさらに、格付要件で「アラカルト（任意）」項目とされたサービスのいくつ

かを利用客に提供できなければならない（駐車スタッフによる車の移動、コンシエルジュ・

サービス、プール、マッサージ、テニス、美容室、スパ、インストラクターがいるフィッ

トネスルームなど） 

 

施設に関しては、共用スペースと各部屋が広々としており、共用スペースについては90m²以上、

2人用客室については24m²以上（サニタリースペースを含む）の面積を保有していなければな

らない。各部屋には必要な設備が完備される（空調設備、インターネット、国際放送が映るテレ

ビ、机など）。その他、国際的な基準に合致したサービスを保証するのと同時に、個別化したサ

ービスと、創造性豊かな施設やインテリアを提供しなければならない。例えば、寝室と浴室を分

離させることはもはや必須要件とはされていない。つまり、ホテルや施設について、斬新なコン

セプトや前衛的なデザインをより自由に追求できるのである。他方、この新しい格付けは、設備

について大きな制約を抱えがちである歴史あるホテルにとっても、みずからの地位をより強固に

するものである。 

 

1986年に制定された規準が単に設備に関するものだったのに対し（面積、暖房設備や電話ボッ

クスの有無など）、新基準では利用客のニーズに留意し、サービスに関連した要件（外国語を話

すスタッフ、予約サービスのクオリティ、レセプション、付随サービス）と、バリアフリーおよ

び持続的発展（ハンディキャップのある方の受け入れ体制、環境への配慮）に関連した要件が盛

り込まれている。部屋の面積がより広くなっただけではなく、ルームサービス、24時間対応フ

ロント、部屋内の設備、バゲージサービス、清潔度など、サービスの質も認定基準に含まれてい

るのである。 

 

 


